
紹

介

㈱
羅
馬
文
化
史

小
林
　
秀
雄
著

　
本
書
の
基
礎
が
著
者
も
序
言
～
冨
ば
れ
る
如
く
巨
峯
警
’
（
口
7
．
【
二
雲
，
謎

〔
写
「
乙
ヨ
解
。
ゴ
。
雛
Ω
o
山
。
窯
。
鐸
。
器
げ
鷺
O
【
3
一
【
〇
三
内
§
（
ぎ
で
あ
り
、
且
そ
の

弼
」
”
囲
。
三
の
改
訂
に
な
ろ
第
五
版
で
あ
ら
う
こ
と
ば
原
書
と
蟹
照
し
て
朋

で
あ
る
。
弼
し
て
、
本
書
が
、
翁
竃
ム
セ
ン
、
ビ
リ
ー
（
ベ
サ
ー
の
こ
と

か
）
等
な
謬
酌
さ
れ
口
上
に
繊
來
上
っ
た
も
の
も
の
と
言
ば
れ
て
も
、
先

づ
大
部
分
ほ
二
ー
セ
の
書
の
醗
謬
に
近
い
も
の
で
あ
ろ
Q
随
て
醗
謬
叉
に

そ
れ
に
近
き
本
書
の
文
章
上
の
批
鋼
な
、
言
語
學
者
に
寒
雲
ろ
と
ゼ
ぼ
歴

史
的
批
鋼
ほ
二
ー
ゼ
及
ホ
ー
レ
そ
の
人
等
に
向
け
ら
れ
れ
ば
な
ら
な
い
で

あ
ら
う
。
二
ー
セ
の
書
ば
も
と
一
辱
葺
7
目
自
。
慈
皿
韓
の
一
、
ぎ
き
包
μ

脅
二
＾
霧
・
ぎ
固
套
巴
p
ゆ
盆
議
≒
望
。
・
毯
囲
冨
．
再
叢
書
の
第
三
巷
第
五
部
と

し
て
、
主
と
し
て
ロ
，
マ
の
政
治
的
資
展
か
肢
蓮
す
る
な
目
的
と
し
、

政
治
以
外
の
土
俗
、
宗
教
、
丈
二
等
の
二
丈
化
に
就
い
て
に
夫
々
談
叢
書

の
他
の
都
門
に
薄
れ
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
Q
階
…
て
ニ
ー
セ
の
書
ほ
丈
化
奥
と

い
に
ん
よ
り
敦
治
史
で
あ
る
。
も
し
本
著
者
が
澱
ー
マ
文
化
史
存
破
越
ぜ

ん
と
し
て
そ
の
典
娠
な
二
ー
セ
の
書
に
求
め
六
り
と
ぜ
ば
大
な
る
誤
で
ほ

な
か
つ
六
だ
ド
ら
う
か
Q
勿
論
ロ
ー
岬
、
人
の
多
妻
的
文
化
に
そ
れ
ほ
法
律
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
　
ヘ
　
へ

あ
ろ
、
ロ
ー
マ
の
眞
に
濁
創
に
な
ろ
交
二
一
雌
の
限
り
に
於
い
て
ロ
ー
て

丈
化
と
云
ひ
卜
う
も
の
に
法
律
に
他
な
ら
な
い
。
故
に
、
此
の
隈
ら
れ
糞

る
意
糠
に
於
て
　
ロ
ー
マ
丈
化
吏
に
必
然
酌
に
ロ
ー
．
マ
政
治
兜
な
る
形
態

な
と
ら
ざ
る
為
得
ぬ
、
と
い
ふ
正
し
い
理
解
の
上
に
本
書
に
な
れ
る
も
の

で
め
ら
う
か
。
藩
看
に
二
丈
に
撃
て
つ
兀
來
ロ
ー
↓
、
に
ギ
リ
シ
ャ
の
如
き

第
十
七
巻
　
第
闘
號
　
　
七
〇
二

三
衛
の
瞬
に
霧
す
し
て
、
法
徐
の
國
で
あ
る
か
ら
」
二
ー
セ
の
書
が
多
少

無
昧
乾
燥
と
感
ぜ
ら
れ
ろ
如
き
堂
口
と
な
つ
☆
と
い
ふ
意
昧
の
こ
と
羅
云
採

れ
る
。
こ
ト
に
、
霧
ー
マ
丈
化
及
び
ニ
ー
セ
の
書
の
成
立
動
機
に
蜀
す
る

著
活
の
理
解
の
深
さ
が
窺
に
れ
ろ
。
と
ま
れ
紀
元
四
七
六
年
西
ロ
ー
一
、
帝

國
の
減
之
迄
の
ロ
ー
マ
の
政
治
的
連
壁
を
概
説
し
、
ロ
ー
マ
史
に
開
心
か
、

有
す
る
者
に
に
よ
き
入
門
書
と
し
て
現
に
れ
敦
本
書
が
ニ
ー
セ
と
共
に
政

漕
史
に
偏
し
穴
ろ
ほ
本
書
の
特
質
な
る
も
、
圃
時
に
そ
れ
が
、
ロ
i
｛
、
文

化
史
と
し
て
匡
鋏
く
る
所
多
き
を
思
ふ
の
で
あ
ろ
。
　
（
菊
朔
四
九
六
頁
、

白
東
甦
至
孝
、
定
手
遣
圓
）
〔
井
上
〕

囎
田
巾
葦
一
郎
突
謬
論
文
集

　
慶
慮
義
塾
大
門
教
授
法
學
博
士
田
中
藁
…
郎
琉
逝
い
て
既
に
一
辺
年
、

そ
の
遺
著
の
一
部
が
表
題
の
如
き
書
名
の
下
に
主
閏
二
三
會
か
ら
糞
行
さ

れ
六
〇

　
名
言
「
東
邦
近
世
吏
」
「
ド
ー
ソ
ン
蒙
古
史
」
や
折
々
東
洋
境
町
な
ど
に
物

さ
れ
ろ
論
丈
に
よ
っ
て
、
著
者
を
純
粋
な
支
那
香
嚢
と
の
み
思
っ
て
ゐ
六

我
々
に
巻
頭
の
著
作
農
鎌
に
よ
っ
て
故
入
が
西
洋
吏
學
に
も
深
き
澁
讃
尋

持
ち
著
く
は
希
膿
の
古
代
よ
り
最
近
の
玉
来
政
界
の
歌
況
た
論
じ
、
夏
に

更
學
理
論
に
も
一
家
の
見
識
な
具
へ
ら
る
、
為
知
っ
て
今
更
乍
ら
驚
き
入

つ
索
次
第
で
あ
る
〇
一
寸
に
明
治
畔
代
に
學
問
さ
れ
六
先
輩
は
間
口
も
奥

行
も
廣
く
深
く
、
今
麟
の
様
に
何
礎
の
餌
噂
期
專
攻
と
い
ふ
細
か
い
麗
張

の
な
か
つ
れ
の
に
我
々
後
難
の
国
尽
服
に
■
公
へ
ぬ
駈
で
あ
る
。

　
本
書
膨
む
ろ
所
二
十
五
篇
、
束
預
古
今
に
亙
っ
て
と
り
ど
り
に
塗
盆
隷

丈
字
で
あ
る
が
、
や
で
一
二
に
就
て
紹
介
す
う
な
ら
ば
、
「
支
那
學
の
漕
尊
」

（1飛り



ば
蹴
洲
四
に
儲
於
凸
り
る
支
那
研
究
の
謄
史
た
蓮
べ
雲
も
の
で
、
繊
精
強
毛
巻
の
如

く
し
て
始
め
て
心
立
る
勢
作
で
あ
ら
う
ゆ
緻
熟
人
の
丈
那
に
關
す
る
著
述

た
丹
念
に
列
陣
し
て
あ
る
の
で
、
一
面
支
那
外
交
史
、
支
那
近
世
風
俗
契

に
聾
す
る
要
塞
研
簸
と
し
て
も
利
用
欝
來
る
。
・
あ
論
文
艮
警
て
束
洋
墨

報
に
魚
蝋
さ
れ
六
も
の
で
あ
る
が
、
疵
に
一
箇
所
に
纏
め
て
見
得
ろ
の
に

甚
だ
便
利
で
あ
ろ
9
最
近
禺
版
さ
れ
六
府
田
醗
之
助
戎
の
「
受
人
の
支
那

研
究
」
と
併
ぜ
讃
む
可
き
も
の
で
あ
ら
う
。

　
「
更
學
の
骨
…
質
及
び
任
務
」
に
吏
堕
罪
者
の
山
甑
場
か
p
つ
隔
肱
史
灘
酒
な
…
遍
べ
象
も

の
で
あ
る
Q
近
頃
哲
三
者
や
融
會
學
者
が
色
々
な
こ
と
為
史
學
に
要
求
す

る
が
、
、
或
は
抽
象
的
な
議
論
に
庇
ま
り
、
或
ば
到
底
趨
來
な
い
こ
と
な
注

文
さ
れ
る
。
若
し
そ
れ
浅
々
吏
槻
、
歴
三
哲
學
の
醗
諜
、
翻
案
に
至
っ
て

は
、
そ
の
日
本
語
か
ら
が
我
々
に
に
蘂
極
難
解
で
あ
っ
て
、
も
う
｝
度
外

國
語
に
和
し
て
貰
ほ
ぬ
と
理
解
禺
來
ぬ
向
も
少
く
な
い
。
そ
の
黙
に
於
て

藩
活
の
更
墨
槻
ぱ
地
上
に
足
が
つ
い
て
み
ろ
の
で
安
心
し
て
傾
驚
さ
れ
う

も
の
で
あ
り
、
且
實
際
史
學
の
研
究
法
に
有
高
な
助
言
た
靴
ハ
へ
ら
れ
る
。

博
士
が
主
張
さ
れ
る
士
爵
實
規
的
な
史
學
に
就
て
は
或
に
異
論
も
繊
ろ
で

も
あ
ら
う
が
、
そ
の
緒
論
に
導
べ
ら
れ
六
こ
と
が
、
近
潤
・
三
木
溝
氏
の

「
歴
史
哲
學
」
の
最
初
の
｝
段
落
と
期
ぜ
す
し
て
誓
締
為
合
す
る
如
く
一
致

す
ろ
の
ぽ
癒
白
い
。
そ
し
て
漁
者
が
こ
の
…
黙
で
交
っ
た
き
り
で
永
蓮
に

背
馳
し
風
輪
ふ
の
に
我
々
に
何
為
激
へ
う
か
。
こ
の
外
、
史
墨
更
、
史
観

に
聞
し
糞
も
の
に
、
「
熱
量
幾
の
．
歴
史
研
究
法
」
｛
王
幅
下
の
史
學
」
フ
ロ
ベ

ト
キ
ン
の
留
口
慨
」
「
尉
彰
二
》
鉱
6
び
氏
の
ノ
史
学
研
究
法
」
「
希
凝
の
二
大
心
心
敷
」

鰹
葎
牧
む
。
侮
れ
も
學
、
來
西
に
亙
る
博
墨
活
り
み
か
ら
期
縛
し
得
ろ
卓

尋7’
霧7‘き

・介

蹴
で
あ
み
Q

　
博
士
の
奮
蒋
「
東
邦
近
世
史
」
に
既
に
鞄
版
と
な
っ
て
、
坊
間
に
異
常
な

高
厭
な
瞳
ん
で
み
る
。
天
、
搏
士
に
毒
を
假
さ
す
、
「
ド
ー
ノ
ン
蒙
古
史
し

た
完
成
さ
れ
な
か
つ
療
の
に
誠
に
遽
憾
で
あ
っ
六
。
三
田
違
乱
倉
に
於
て

に
引
書
き
東
邦
近
世
史
、
蒙
古
史
、
厭
洲
最
近
政
治
吏
、
政
治
論
交
集
為

判
行
さ
れ
ろ
計
霊
で
あ
る
と
い
ふ
。
笠
ハ
際
に
に
ド
ー
ソ
ン
蒙
古
吏
緬
…
巷
の

原
稿
の
繊
來
れ
班
ま
で
を
整
理
追
加
さ
れ
ん
こ
と
た
希
銘
す
る
。

（
三
欝
欝
學
濫
獲
行
、
定
偵
金
五
闘
）
〔
富
崎
）

愚
く
健
○
○
乙
。
づ
Ω
｝
ま
①
…
ひ
福
ミ
惑
き
ミ
♪
〔
N

　
ヤ
、
～
ξ
～
〉
～
9
宝
亀
べ
縛
9
乙
o
p
峯
Q
。
悟 ＼

ぐ
パ
＼
～
ざ
悼

　
団
尋
馬
k
こ
ミ
㍉
章
　
機
ざ
馬
b
黛
圃
ミ
ミ
、
趣
～
、
〉
慰
馬
〔
ミ
　
黛
げ
ミ
㌔
　
q
＾
ミ
パ
v
き
㎏
ミ

b
ミ
ミ
ミ
魯
》
、
忘
～
＜
ミ
Q
、
w
等
の
著
書
に
よ
っ
て
よ
く
癩
ら
れ
て
る
る
ゴ

ル
ド
ン
・
チ
ャ
ノ
・
ル
ド
教
授
の
新
著
『
ス
カ
ラ
・
プ
レ
3
』
は
蘇
必
聴
閑
の
北

端
、
ナ
ー
〃
二
一
島
の
海
濱
に
あ
ろ
小
さ
い
村
落
遣
跡
の
報
告
で
あ
る
Q

既
に
蘇
絡
覇
の
考
古
累
會
彙
報
に
報
告
さ
れ
六
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
が

い
く
ら
か
墾
更
さ
れ
て
こ
・
に
軍
行
本
と
し
、
娼
荻
さ
れ
六
所
以
ほ
實
に

こ
の
遺
跡
が
先
更
盛
代
の
鷺
常
蛮
活
な
示
す
住
震
舐
と
し
て
扱
少
い
遺
跡

の
一
で
あ
ろ
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
雌
代
の
如
醤
に
拘
ら
す
、
純
然
糞
ろ
石

器
希
代
で
あ
っ
て
、
乱
騰
器
或
ほ
金
面
器
俊
敏
の
痕
塾
な
と
ゴ
め
ろ
野
物

ば
な
い
。
最
下
麿
に
動
物
の
骨
、
貝
殻
、
土
器
片
等
冷
覚
物
の
堆
積
の
み

で
、
建
造
物
の
瀧
趾
な
く
、
箪
二
暦
に
に
石
板
石
の
樹
帯
が
あ
り
、
策
三

総
に
慶
棄
さ
れ
た
纂
心
癖
の
建
物
な
地
盤
と
し
て
よ
り
資
虚
し
六
石
泡
家

銘
十
七
巷
　
第
凶
號
　
　
七
〇
三

（lsエ）


